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人体科学会の活動：1999 ●

　本学会 を設立 したときの われわれの 目標は、大体

次の 四つ に まとめ られる 。

（1）世界 に向けて新 しい 学問と思 想と を訴え る会

　　 と した い 。

（2）未来の理 想 とな る人間像を探求する 。 巻頭の

　　 「新 し い世紀 へ の 提言」 に の べ て ある ように 、

　　 現代の 世界に は精神の 荒廃 に ともな っ て モ ラ

　　 ル な き時代が 到来 した よ う な感 じ さ え受け

　　 る。こ うい う思想 的心理的状態 に 対し て 、わ

　　 れわれは い か に 考 え、い か に 行動すべ きか 。

（3）それ には 、哲学 、宗教か ら心理学や 医学か ら

　　 理 工 系 に 至 る諸分 野の 研究 者 を組織 して 、

　　 「人間性」 Human 　NatUreと い う分野に つ い て

　　 研究交流をさか ん に しなければな らな い 。

（4 ）こ うい う学際的研究にお い て大事なの は 、心

　　 身にか か わる体育 ・芸術や 臨床医学の 分野で

　　 ある。 生 きた身体 をあつ か う学問は 、文科系

　　 と理科系 を結ぶ 「要」（か なめ）の 位置 を占め

　 　 て い るか らで あ る。

　今こ の 文章を書い て い るの は 99年暮れで あるが、

次の 時代に 向か っ て 本会が第
一

歩を踏み 出 した、と

い う手ごたえ を感じて い る 。 あ りが と う、み な さん 。

韓国人体科学学会に出席 して
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 飆 建樫 捗

・
胸
・t・ai ’

長岡短期大学教授 定 方 昭 夫

1．韓国の 人々 との交流

　去 る99年 5 月14日、韓国は太田 （テ ジ ョ ン ）で開

催 された韓国人体科学学会 ・春季学術大会に出席 し

たの で 、そ の 状況 をお知 らせ した い 。これは、99年

3月に来 日した韓国人体科学学会の 諸氏か ら、こ の

大会 に し か るべ き人を派遣 し て ほ し い と要望 されて

い たため 、 湯浅副会長が講演する こ とが きまっ た も

の で 、筆者はか ね がね韓国の 状況に関心 が あ っ た の

で 、これ幸い と同行 した次第で ある。

　 ソ ウル 空港で は 、3 月に知 り合っ た崔先 生 が 日本

語通訳とともに 出迎 え て 下 さ っ た。先生は 日本語 が

流暢で 、中央大学で 開か れた 第 9 回人体科学会で

「韓国にお ける丹学の 現状」に つ い て 講演 された あ

の崔先生、と言えば 、思 い 出される会員 もお られる

と思 う 。 崔先生は現在亜州大学教授で 、韓国人体科

学学会副会長の 職 に ある 。 若い こ ろ東京工 業大学 に

留学 し、工 学の 博士号 をとられて い ると聞けば、日本

譜が うま い の も当然で ある。 先生みずか らの 運転で高

速道路 を一路南下、3時間 あま りで 太田市内に 入 る。

　会議は明日か らなの で 、まず状況視察とい う こ と

で 、市内に ある鄭先生 の ク リニ
ッ ク を見学する 。 中

央に ソ フ ァ な どをお い た広 い フ ロ ア の 周囲に 、気功

練習室、治療室、薬局な どの部屋が配置されて い る 。

湯浅 ・定方両名と も韓国式 マ ッ サ
ージ を体験す る。

韓国で は 、い わ ゆ る東洋医学は 「韓医学」と称 して

い て 、制度上、近代医学 とまっ た く同 じ取 り扱い を

受 けて い る。鄭氏は 「韓医師」 を名乗 っ てお り、韓

医科大学 もあ る とい う 。 日本の 現 状に くらべ て何と

も羨ま しい。鄭氏は、現在崔氏 とと もに韓国人体科

学学会の 副会長の 一人で ある。 1階の 料理店で 焼肉

をご馳走にな り 、 大会が 開か れ る大学の ゲ ス トハ ウ

ス に泊 まる。

　 さて翌 日。会場に な っ て い る韓国科学技術大学は 、

数年前ソ ウル か ら移転した そ うで 、広 い 学園都市の

中に あっ た。出会 っ た学生 に尋ね尋ね して 、会場に

あて られ た韓国科学技術院
・
医科学研究セ ン タ

ー
に

た ど り着 く。

2．研究発表の 内容

　大会は 1 日だ けで 、昼 食をは さみ 、 AM10 時か ら

PM 　6時 ま で 8 つ の 発表が行 われた 。 演題 と発表 者

名を記 して おく （苗字の み で お許 し い た だきます）。

1 ．H本 に おける気 の 科学的研究 の 現在

　　　　　　　　 湯浅 （人体科学会）

2，国内外にお ける生命情報科学研究の 現状

　　　　　　　　 朴 （延世大学電子工 学科長）

3．韓国気功の原理体験

　　　　　　　　 金 （韓国気功 アカデ ミ
ー院長）

　 　 　 　 　 　 　 　 f ヨウ

4 ，針灸と脳　　 丕 （カ リ フ ォ ル ニ ア 大学）

5．脳波 と心　　　金 （韓国科学技術院）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア　コノ
6．頭脳の 記憶 メ カ ニ ズ ム 　 習 （亜州大学）

7．脳呼吸指数の 開発に 関す る研究 ♀ （高麗大学）

8．L ロ ッ ドを通じて 見た世界　　　張 （仁荷大学）
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（以上の 発表 と氏 名は崔氏の 訳に よる。プ ロ グ ラ ム

はすべ て ハ ン グル な の で読め な い 。漢字に 直せな い

場合もあ るの で 、そ の まま記 した もの もあ ります。 ）

　発表を聞い た感想

　 2．の 朴教授 （韓国精神科学学会会長）の 発表は 、

日本の 研究 と出版物につ い て の 情報に 精通 し た内容

で あ っ た。初め て聞い た定方は驚 い たが 、湯浅は以

前か らの 知 りA い な の で驚 かず 。 朴先生は東大で 医

用機器工学 を勉強 し、何度 も日本 に 来 日して い て 、

国際生命情報学会 （ISHS）に もよ く出席されて い る

か ら、詳 しい の は当然なの で ある。

　 8．の Lロ ッ ドとい うの は L字形に 曲げた 金属 の 棒

を用 い て 「風水」を研究 しよ うとする内容で 日本で

は あま り見か けた こ と が な い 。こ の 学会は 97年秋に

第 1回の 大会を開い た そ うで 、その時は数自名の 出

席者があ っ た とい う。今回は あまり宣伝 し て い ない

の で 、出席者の 数は それほ ど多 くはなか っ たが 、熱

心 な聴衆が 多く、質問もた くさん出た 。

　 会議終 了後、立食形式で 、お茶 と菓子をつ まむ韓

国ス タ イ ル の 懇親パ ー
テ ィ 。 日本の よ うに飲ん だ り

食べ た りは しな い 。朴先牛 は 、将来い ずれ囗 ・中 ・

韓の 人体科学研究者に より合同大会 を開 きた い と い

う考え の よ うで あ っ た。もしもそ うい う会議が実現

すれば、21世紀に 向け て意義の ある こ とだ ろう 。

3 ．ソ ウル の 夜話

　会議散会後 、 ふ た たび崔先生 の 運転で ソ ウル に戻

る 。 翌 日の 帰国便は午後の 予定 で 、だ い ぶ ん時間が

あ り、せ っ か くの 機会な の で 、誰か とお話 しで もさ

れて は …とい う誘い があ っ た u 昼の 会議で 「韓国気

功の 原理体験」に つ い て発表 し、「型」を披露 した

金 先生 と話 してみ た い と申し出た。金氏は女性の 弟

子 をと もな っ て現れ、ソ ウ ル の 夜は気功談義とな っ

た ，金先生は年は まだ若 い よう で あるが、な か な か

の使 い 手と見受け られた 。 近々 中国と ニ ュ
ー ヨ ーク

に 行か れる と い う。韓国の 丹学と 中国の 気功が どの

よ うに違 うか、見聞を広め、ニ ュ
ー

ヨ
ー

クでは 、例

の 法輪功の 指導者 ・李洪志氏に も会 っ て きた い とい

うこ とで あ っ た 。 ア ジ ア r 国の 平和な交流が発展す

るように願 い た い 、と話 に花が咲 い た e 日本 ・韓国

を結ぶ きずなが成長 してゆ けば、やがて東 ア ジ ア か

ら世界へ 発信する日 も近づ くだ ろ う、とい う期待を

抱か せ た夜で あ っ た。

公開講演 「死 と生の心理学」を聞いて
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蓄隷 諱購 瓢亀聚獄 煕 ∵　

tt
　
囁

桜美林大学名誉教授 湯 浅 泰 雄

　99年 7 月 3 日、早稲田大学の 小野講堂 で 「死 と生

の 心理学」 とい う題で 、京都大学の カ
ー

ル
・ベ ッ

カ
ー先生 と健生会ク リニ ッ ク の 辻内琢也先生 の 講演

が行われ た。小雨の 降 る rlで 、どれだ け の 人が来る

か と思 っ たが 、さして大き くな い 講堂 はほぼ満席に

近 い くらい 。集ま っ た聴衆は、熱心 に 両先生 の 語る

言葉 に聞 き入 っ て い た。

　辻内先生の 話 は 「病院死 と在宅死 を経験 して」と

い う題 で、「医療人類学的視点へ の 転換」 と い うサ

ブタ イ トル がつ い て い た 。 先生は、医療の 現場で こ

の 2 つ の 死の 違 い をい ろい ろと経験 された様 子を諳

られ た 、在宅 死の 患者 との 心の 交流 か ら、自分が

「人間と しての 医師」で あ るこ とを感じて、教科書

とは違う新 しい 体験 を得 られた。医師 自身が 人問 と

して 学ぶ 中か ら、「医の 技 と心」 が感 じ られる こ と

に 感銘 を受けた。先生は聴衆に向か っ て質問 を投げ

か けなが ら話 を進め て ゆ か れた の で、納得 し た人た

ち も少な くなか っ た と思 う 。

　医療人類学 とい う分野は元来、伝統社会で 行われ

て い た医療の 実際 を人類学者 たちが調査 し た こ とか

ら始ま っ た研究分野で ある 。 台湾とか東南ア ジ ア で

の 研究調査が早 くか ら知 られて い たが 、こ う い う伝

統的医療の 場で は、社会の 文化的伝統や習俗と結び

つ い た心理的問題が重要な役割を果た して い る。 そ

こ で 、こ の ような視点と考え方を、現代の 心身医学

や精神医学な どの 現場 に取 り入れて ゆこ うとする動

きが生 まれて きた もの で あ る 。 こ う い う考え方は 、

もっ と広 く今日の 医療全体の 課題 と し て 受け止め て

よい こ と、と思われる。医学の 世界 を見て い て 感 じ

る こ とは 、基礎医学 （理 論）と臨床医学 （治療現場）

の 間に大 きな違 い があ る とい うこ と で ある。基礎医

学の 研究 は観察を主 と した理科系の学問と い う性質
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